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感じている, 

41.6%

どちらかといえば

感じている, 32.1%

どちらともいえ

ない, 15.8%

どちらかとい

えば感じてい

ない, 5.4%

感じていない, 

4.3%
無回答, 0.7% 全体（n=1,235）

愛着を『感じている』73.7％

住み続けたい, 

57.6%
どちらかといえば

住み続けたい, 

25.6%

どちらともいえない, 

10.4%

どちらかといえ

ば住みたくない, 

4.5%

住みたくない, 

1.1%
無回答, 0.9% 全体（n=1,235）

『住み続けたい』83.2％

第６次吉岡町総合計画策定のための 

住民アンケート調査結果報告書【概要版】 
 

■本調査について 
本調査は、第６次吉岡町総合計画策定にあたって、町の現状評価や定住意向をはじめ、今

後期待するまちづくりの方向や各分野における施策要望など、住民の意識構造の実態を把握
するために実施したものです（16歳以上の住民から2,500人を無作為抽出、有効回収数1,235
票、有効回収率 49.4％）。なお、本概要版は主要な設問について抜粋して掲載しています。 

 

１．町への愛着について  
●愛着を『感じている』という

人が 73.7％となってます。

一方、愛着を『感じていない』

は 9.7％にとどまり、総じて

まちへの愛着度は高いとい

えます。       
２．今後の定住意向について  

●『住み続けたい』という人が

83.2％となってます。一方、

『住みたくない』は 5.6％に

とどまり、定住意向は強いと

いえます。      
※『感じている』は「感じている」と「どちらかとい

えば感じている」の合計。『感じていない』は

「どちらかといえば感じていない」と「感じてい

ない」の合計。 

※『住み続けたい』は「住み続けたい」と「どちら

かといえば住み続けたい」の合計。『住みたく

ない』は「どちらかといえば住みたくない」と

「住みたくない」の合計。 
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61.9 

59.6 

48.8 

27.0 

17.3 

17.0 

14.2 

11.1 

5.2 

3.7 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

健康・福祉のまち

快適住環境のまち

子育て・教育のまち

環境保全のまち

商工業のまち

住民参画・協働のまち

生涯学習・文化のまち

観光・交流のまち

歴史のまち

農林業のまち

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 

３．今後のまちづくりについて 

●「健康・福祉のまち」が第１位に挙げられ、次いで「快適住環境のまち」、「子育

て・教育のまち」が続きます。 

●年齢別の第１位回答をみると、10 代、20 代、40 代では「快適住環境のまち」、

30 代では「子育て・教育のまち」、50 代以上では「健康・福祉のまち」となっ

ています。             
４．満足度と重要度について 

●満足度の高い項目は、「4-⑤上水道」（3.53 点）となっており、次いで「1-①保

健」（3.52 点）、「5-①消防・救急」（3.42 点）、「4-①自然環境」（3.36 点）、

「4-②景観」（3.32 点）となっています。 

●一方、満足度の低い項目は、「5-⑧公園・広場・緑地」（2.83 点）が最も低く、

次いで「3-④観光」（2.85 点）、「3-⑤雇用」（2.89 点）、「5-⑤土地利用」（2.99

点）、「3-②工業」（3.00 点）となっています。 

●満足度について、前回調査（平成 27 年に実施した総合戦略策定のためのアンケ

ート調査）と比較すると、すべての項目で満足度が増加しています。 

●重要度の高い項目は「1-②地域医療」（4.16 点）となっており、次いで「4-⑤

上水道」（4.11 点）、「5-①消防・救急」（4.07 点）、「5-③交通安全・防犯」（4.06

点）、「4-⑥下水道・河川」（4.02 点）となっています。 

●重要度について、前回調査（平成 27 に実施した総合戦略策定のためのアンケー

ト調査）と比較すると、「1-②地域医療」、「4-⑤上水道」、「5-①消防・救急」な

どの項目が引き続き上位に挙げられています。 

●満足度と重要度の分析から、満足度が低く、重要度の高い、今後、特に力を入れ

て対応すべき項目は、「1-②地域医療」、「5-⑨道路・交通」などとなっています。 

※数値は「非常に満足（重要）」を５点、「満足（重要）」を４点、「どちらでもない」を３点、「不満（あまり重要

でない）」を２点、「非常に不満（重要でない）」を１点とした加重平均による評価点。 
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3.52 

3.13 

3.22 

3.16 

3.17 

3.12 

3.04 

3.18 

3.29 

3.26 

3.17 

3.16 

3.03 

3.00 

3.05 

2.85 

2.89 

3.36 

3.32 

3.29 

3.12 

3.53 

3.26 

3.42 

3.24 

3.18 

3.14 

2.99 

3.06 

3.14 

2.83 

3.03 

3.09 

3.21 

3.11 

0 1 2 3 4 5

1-①保健

1-②地域医療

1-③地域福祉

1-④次世代育成

1-⑤高齢者福祉

1-⑥障がい者福祉

1-⑦勤労者・低所得者福祉

1-⑧社会保険

2-①幼児教育

2-②学校教育

2-③青少年活動

2-④生涯学習・社会教育

3-①農林業

3-②工業

3-③商業

3-④観光

3-⑤雇用

4-①自然環境

4-②景観

4-③環境衛生

4-④環境保全

4-⑤上水道

4-⑥下水道・河川

5-①消防・救急

5-②防災

5-③交通安全・防犯

5-④消費安全

5-⑤土地利用

5-⑥市街地

5-⑦住宅

5-⑧公園・広場・緑地

5-⑨道路・交通

5-⑩地域情報化

6-①住民活動

6-②人権尊重

前回調査 今回調査

１

福
祉
・
健
康

２

教
育
・
文
化

３

産
業
・
雇
用

４
自
然
・
環
境

５

安
全
・
便
利

６

町
民
・

行
政

満足

満足度について（全体／評価点）                                     
※前回調査は平成 27 年に実施した総合戦略策定のためのアンケート調査。 
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3.96 

4.16 

3.69 

3.98 

3.94 

3.81 

3.72 

3.86 

3.93 

3.99 

3.63 

3.59 

3.52 

3.53 

3.70 

3.60 

3.79 

3.85 

3.60 

3.98 

3.81 

4.11 

4.02 

4.07 

3.97 

4.06 

3.66 

3.58 

3.76 

3.64 

3.82 

3.94 

3.66 

3.49 

3.85 

0 1 2 3 4 5

1-①保健

1-②地域医療

1-③地域福祉

1-④次世代育成

1-⑤高齢者福祉

1-⑥障がい者福祉

1-⑦勤労者・低所得者福祉

1-⑧社会保険

2-①幼児教育

2-②学校教育

2-③青少年活動

2-④生涯学習・社会教育

3-①農林業

3-②工業

3-③商業

3-④観光

3-⑤雇用

4-①自然環境

4-②景観

4-③環境衛生

4-④環境保全

4-⑤上水道

4-⑥下水道・河川

5-①消防・救急

5-②防災

5-③交通安全・防犯

5-④消費安全

5-⑤土地利用

5-⑥市街地

5-⑦住宅

5-⑧公園・広場・緑地

5-⑨道路・交通

5-⑩地域情報化

6-①住民活動

6-②人権尊重

前回調査 今回調査

１

福
祉
・
健
康

２

教
育
・
文
化

３

産
業
・
雇
用

４
自
然
・
環
境

５

安
全
・
便
利

６

町
民
・

行
政

重要

重要度について（全体／評価点）                                     
※前回調査は平成 27 年に実施した総合戦略策定のためのアンケート調査。  
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1-①保健

1-②地域医療

1-③地域福祉

1-④次世代育成

1-⑤高齢者福祉

1-⑥障がい者福祉

1-⑦勤労者・低所得者

福祉

1-⑧社会保険

2-①幼児教育

2-②学校教育

2-③青少年活動

2-④生涯学習・社会教

育

3-①農林業

3-②工業

3-③商業

3-④観光

3-⑤雇用

4-①自然環境

4-②景観
4-③環境衛生

4-④環境保全

4-⑤上水道

4-⑥下水道・河川

5-①消防・救急

5-②防災

5-③交通安全・防犯

5-④消費安全

5-⑤土地利用

5-⑥市街地

5-⑦住宅

5-⑧公園・広場・緑地

5-⑨道路・交通

5-⑩地域情報化

6-①住民活動

6-②人権尊重

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

3.40 3.50 3.60 3.70 3.80 3.90 4.00 4.10 4.20

満
足
度

重要度

満足度：高

重要度：低

満足度：低

重要度：低
満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：高重要度平均

3.81

満足度平均

3.16

満足度・重要度の分析について（全体／評価点） 

※縦軸が満足度、横軸が重要度であり、それぞれ点数が高いほど満足度または重要度が高いことを表していま

す。図右下の満足度が低く、重要度が高い項目が今後特に力を入れて対応すべき項目となります。                        
５．若者の定住対策として必要なこと 

●「子どもを産み育てやすい環境づくり」が第１位に挙げられ、次いで「福祉や医

療の充実など安心して暮らせる環境づくり」、「買い物などの日常生活の利便性向

上」が続きます。         43.2 

35.8 

33.7 

29.6 

24.3 

12.6 

9.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもを産み育てやすい環境づくり

福祉や医療の充実など安心して暮らせる環境づくり

買い物などの日常生活の利便性向上

企業誘致や産業振興による雇用の場の確保

移住・定住しやすい住宅・宅地の整備

防災や防犯体制の強化など安全な環境づくり

子どもへの教育等を通じた地元愛等を育む取り組み

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 



6 

32.1 

31.5 

31.4 

31.3 

22.5 

13.1 

10.7 

7.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%

子育ての経済的負担を軽減する各種助成の充実

母子の保健・医療体制の充実

幼児期・小学校・中学校等の学校教育環境の充実

幼稚園・保育所などの施設の充実

病児・病後児保育、一時・休日保育等の充実

子育てサービスなどの情報提供や相談支援の充実

育児休暇制度の普及啓発や多様な働き方の支援

子育てに関するサークルや地域交流の促進

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 

６．子育て支援について 

●「子育ての経済的負担を軽減する各種助成の充実」が最も多く、僅差で「母子の

保健・医療体制の充実」、「幼児期・小学校・中学校等の学校教育環境の充実」、

「幼稚園・保育所などの施設の充実」が続きます。               
７．高齢社会への対応について 

●「高齢者の移動手段の確保・充実」が第 1 位に挙げられ、次いで「介護保険サービ

スや施設の充実」、「地域で暮らせるための生活支援サービスの充実」が続きます。                 43.0 

40.2 

38.5 

32.3 

25.4 

24.9 

19.8 

15.8 

15.4 

10.2 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の移動手段の確保・充実

介護保険サービスや施設の充実

地域で暮らせるための生活支援サービスの充実

高齢者の生きがいづくりや働く場の充実

高齢者でも安心して利用できる道路や施設づくり

在宅医療の充実など地域医療体制の強化

介護予防の推進

高齢者の学習機会や健康づくり・スポーツの充実

高齢者を地域で見守る助け合い活動の充実

高齢者と若い世代、子どもたちとの交流機会の充実

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 
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参加しており、

今後も参加し

たい, 17.2%

参加してない

が、今後は参加

したい, 28.2%

参加しているが、今後は参

加するつもりはない, 3.2%

参加してない

し、今後も参加

するつもりはな

い, 46.3%

無回答, 5.0% 全体（n=1,235）

『参加したい』

45.4％

51.3 

45.1 

28.9 

16.5 

13.8 

11.6 

11.6 

1.8 

0% 20% 40% 60%

避難場所の整備充実と周知

災害時の情報連絡体制の充実

災害発生危険箇所の整備

防災意識の啓発活動の充実

避難行動要支援者対策の充実

防災訓練・避難訓練の充実

地域における自主防災組織の育成

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 

８．地域の福祉環境の充実に必要なこと 

●「身近な移動手段の確保・充実」が第１位に挙げられ、次いで「地域での高齢者

などへの見守り活動」、「相談窓口の充実や相談機能の強化」、「バリアフリーなま

ちづくりの推進」が続きます。          
９．防災対策について 

●「避難場所の整備充実と周知」が最も多く、次いで「災害時の情報連絡体制の充

実」が続きます。          
10．地域活動、ボランティア等へ

の参加状況・参加意向  
●『参加したい』が 45.4％と現

在『参加している』（20.4％）

の約 2.2 倍となっています。     
46.6 

25.9 

24.5 

21.8 

19.8 

16.7 

10.9 

9.6 

6.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

身近な移動手段の確保・充実

地域での高齢者などへの見守り活動

相談窓口の充実や相談機能の強化

バリアフリーなまちづくりの推進

健康づくりの推進

ボランティアや福祉団体の活動支援

高齢者や障がい者の地域参加の促進

悪質商法や振り込め詐欺などの被害防止対策の充実

成年後見制度や虐待防止など権利擁護対策の推進

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 

※『参加したい』は「参加しており、今後も参加した

い」と「参加していないが、今後は参加したい」の

合計。『参加している』は「参加しており、今後も

参加したい」と「参加しているが、今後は参加す

るつもりはない」の合計。 
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47.5 

28.1 

24.0 

21.8 

17.6 

17.2 

16.0 

14.3 

12.8 

11.3 

11.0 

9.5 

5.3 

4.4 

4.4 

4.3 

2.3 

0% 20% 40% 60%

駒寄スマートインターチェンジ周辺での産業誘致

地産地消と連携した野菜生産・販売の促進

緑地公園の充実

広域から集客できる魅力的な店づくりの促進

道の駅物産館での特産品販売の促進

高齢者や子どもに密着した身近な商店の振興

広域道路網の整備

有機・特別栽培などによる農産物のブランド化

船尾滝を生かした観光の推進

若者や女性・高齢者の起業支援

果樹園などを生かした観光農業の促進

工業団地周辺などでの企業誘致

三津屋古墳、南下古墳群など歴史観光の推進

県と連携した既存企業の支援

わからない

市民農園やコテージ付き滞在型市民農園の整備

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 

38.2 

34.5 

24.9 

16.0 

10.4 

10.1 

9.7 

9.3 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

広聴活動の充実

広報活動の充実

公共施設管理等への住民・民間参画の促進

コミュニティ活動・ボランティア活動の活性化

まちづくりに関する学習機会の提供

住民参画・協働のまちづくりの指針づくり

審議委員の一般公募、 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの充実

ＮＰＯ等の育成・支援

その他

全体（n=1,235）

【複数回答】 

11．住民参画・協働のまちづくりについて 

●「広聴活動の充実」が第１位となっており、次いで「広報活動の充実」、「公共施

設管理等への住民・民間参画の促進」の順となっています。          
12．産業活性化に必要なこと 

●「駒寄スマートインターチェンジ周辺での産業誘致」が他を引き離して第 1 位に

挙げられ、次いで「地産地消と連携した野菜生産・販売の促進」、「緑地公園の充

実」、「広域から集客できる魅力的な店づくりの促進」などの順となっています。                 
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